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子どもたちが作った七夕飾りが風に揺れています。ひまわり組は地域の５歳児との「初

めましての会」で用海幼稚園に行きました。ゆめっこの子ども達は人形劇などでも地域の

子ども達と関わりもあり緊張せず自然体です。公立や民間のかえで保育園など５園が集ま

りました。いつも楽しんで歌っている雨蛙の歌など聞いてもらったり、ブリッジのリズム

を見てもらいました。最後は広いホールで、じゃんけん列車で楽しい時間を過ごしました。 

6 月は網引公園の紫陽花がきれいでした。あじさいを見に幼児クラスは自分の足でしっ

かり歩き汗をかきかき帰ってきました。丁度見ごろで触って匂ってたくさんの色を感じて

帰ってきました。 

「たくさんの色があったよ」「触ると柔らかかったよ」など目で見て製作につなげています。 

３０分から３５分かけて３歳児のすみれ組も良く歩いています。 

先日は卒園児の祖父の方からジャガイモやミニトマト

をたくさんいただきました。夏野菜がおいしい季節で

すね。先日は３歳児が作ったキュウリをもいでキュウ

リキャンデイにして食べました。つまようじにさして

嬉しそうに頬ばって「先生たちにもどうぞ」と感想を

求めてきます。自分たちが大事に水をあげた野菜の収

穫はいい経験になったかなと思います。 

幼児室の裏庭にも畑ができ緑の葉っぱが生き生き茂っ

ています。時々のぞいて下さいね。 

先日は運動指導のお父さんに来ていただきました。跳び箱や側転などテンポよく進めて

くださり、子ども達も思い切り取り組むことができたと思います。ほめてもらってまた力

がみなぎって意欲いっぱいでした。両足で飛ぶこと、腕の力が大事と言われていました。 

6 月 14 日に相撲大会がありました。前日はクッキングで取り組んだちゃんこなべを食べ

て「大きな身体になって頑張るぞ！！」と張り切る子ども達でした。各クラス自分だけの

土俵入りの名前があり、取り組みへの意気込みが感じられます。「絶対に勝つ」と闘争心が

みなぎっている子、踏ん張りがきかない子いろいろですが、しっかり食べて身体を作りな

がら気持ちも育ってほしいと思います。負けて涙が止まらない子もいますが、しなやかな

身のこなしとあきらめない心が強さの秘訣です。来年に繋げていきます。 

7 月 2 日は兵庫の保育を考える集会に参加ありがとうございました。6３0 名の保育士
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行事予定  

７月 ５日（水）プール開き(保護者のスイミングコーチのお母さんが指導に来てく

れます。)    

７月 ７日（金）七夕まつり     

７月１４日～１５日（金・土）5 歳児 お泊り保育(ゆめっこ保育園) 

初めてお父さんお母さんから離れお友達と一緒に眠ります。家族の方々もご心配が

おありだと思いますが、「大きくなったね」と励ましてあげてくださいね。 

７月 １９日（水）誕生日会      ７月２４日（月）月齢健診   

７月 ２５日（火）わらべ歌（５歳）・避難訓練  



や保護者が参加し、保育や子育ての未来について考えるいい集会になりました。忙しい毎

日の中での参加お疲れ様でした。感想などお知らせくださいね。 

  

＊頭ジラミの発生しやすい季節です。頭を洗った後はドライヤーで乾かしましょう。 

 

＊夕方の時間、警察が車の駐車禁止で回っています。お互いに気を付け後から来る人の為

保育問題研究集会参加の職員の感想   2017 年 6 月 9・10・11 日ｉ

ｎ名古屋 

≪ 身体づくり ≫ 

開会、閉会集会での名古屋の若い保育者パワーを感じ、また全国の様々な環境においての

保育の工夫をたくさん聞き、学び、刺激を受けた３日間でした。 

 子どもを取り巻く環境の変化で、子どもの身体の問題が常に取り上げられます。今回の

研修で学んだ実践を、みんなで共有できるようにしていきたいと思います。また特別講座

や閉会集会で、震災後何年たっても問題は新しく発生する、忘れないでほしいという被災

地の思いや、今の沖縄怒りをどうやって５分で語るのか？という沖縄の怒りも自分たちが

忘れてはならないことだと感じました。 

≪ 集団づくり ≫ 

 集団づくりも、何年か前とは、視点や、重きをおく所などが、変わってきているし、今

の子どもたち、目の前の子ども達の姿をまずしっかりと良く見ることが、一番大事なこと

だと話していた。それから「どんなことをしたらいいのか」「こんなふうに子ども達を見て

行こう」「○○より○○のやり方の方が良かった」「○○さんは、こんなことをすれば変わ

るかな？」など、手だてや方法、子どもたちの見方などを考えて行くことが必要だという

ことがわかった。 

 何より、安心の場をつくるという意味と、「一緒って楽しい！」「思いをわかってくれる

友だちがいる」と感じられることが柱になり、ただ思いが出せるだけでなく、そのことが、

より楽しさや、うれしさに思えることを感じることが大事だとまとめられていました。 

 今回、2 人組（2 人組は集団ではないのではという意見もあるが）のことを、実践を通じ

て聞くことができて、学びになった。まだまだ集団づくりは奥が深くて、勉強する必要が

あるし、実践もして行かないといけないと思う。 

≪ 地域に開かれた保育活動 ≫  

 保育園の地域子育て支援というと、延長保育や、需要の多い一時保育、園庭開放など施

設側が外に向かって、どんなことができるのかを受け入れていく地域支援を考えている人

が大半だと思う。今回の提案はそうではなく、自分たちが地域に出ていき、「僕が探検の主

役だよ！」と地域の魚屋さんや和菓子屋さん、写真館など自分の住んでいる街を自分の足

で歩いて発見していく、その中で地域との交流ができ、自分の地域を知り、地域の味が大

好きになっていきます。マップ作りにもつながり、いつか自分の街が大好きな子になり、

将来的な地域支援になるんだと思いました。世話人の大学の先生達からも、「それはあなた

が考えたんですか？」と聞かれるほど画期的な内容だということでした。西宮の街をもっ

と知り、大好きな街として心に残るよう、そんな地域支援も考えていきたいです。 

 



に速やかに帰りの準備をして下さい。 

 

＊7/３～7/３１まで、りそな銀行西宮支店(幼児クラス)、三菱東京ＵＦＪ銀行西宮支店(乳

児クラス)でストリートギャラリーの展示をします。今年は乳児・幼児クラス別々で「七

夕」をテーマに作成しました。ご家族揃って見て下さい。 

 


